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危 険 な 物 質 と 有 害 な 物 質

当 日 は ,
上 記 の テ

ー

マ に つ い て 資 料 を 配 布 し て 講 習 会 を 行 っ た ｡ そ の 内 容

は 危 険 物 , 有 毒 物 質 お よ び 公 害 物 質 等 に つ い て ,

一

般 的 な 性 質 , 取 り 扱 い 法

防護 法 , 消 火 法 な ど を , 実 際 に 起 こ っ た 事 故 例 を 交 え な が ら説 明 を 行 っ た ｡

ま た , 最 近 社 会 問 題 に な っ た 毒 ガ ス ( 神 経 ガ ス) に つ い て も簡 単 に 触 れ た ｡

そ の 後 , 質 疑 応 答 に 移 り 水 銀 の 取 り 扱 い 法 な ど に 関 す る 質 問 が 有 っ た ｡ ま た

講 習 会終 了 後 , 薬 品 の 性 質 に つ い て の 問 い 合 わ せ が 数 件 有 っ た ｡

今 回 講 習 会 を 担 当 す る に 当 た り , 文 献 等 で 薬 品 の 性 質 , 事 故 例 等 を 調 べ て

い く う ち に , 当 た り 前 の こ と で あ る が 実 験 前 に 薬 品 の 性 質 , 取 り 扱 い 法 を よ

く 調 べ て か ら 使 用 し , 実 験 終 了 後 は 廃 液 の 後 始 末 を き ち ん と行 う こ と の 大 切

さ を あ ら た め て 痛 感 し た ｡ 最 後 に , 決 して 十 分 な も の と は い え ま せ ん が 少 し

で も安 全 に 実 験 を行 う た め に 役 立 て ば 幸 い で す ｡

な お
, 以 下 に 講 習 会 で 使 用 し ま し た 資 料 の 中 か ら 紙 面 の 関係 上 ,

一

般 的応

急 処 置 法 に つ い て の み 添 付 しま す ｡
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応急処置法

1 . 薬品に よる中毒

I .1
一

般的応急処置法
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'i させた液, デ

ン プ ン 水,
1 % 重炭酸ナ ト リ ウ ム 水, 1 % チ オ硫酸ナ ト リ ウ ム 水な どで 胃を

洗う

4) 胃内の薬品濃度を下げ, 体内吸収を遅 らすとともに, 粘膜保護の ため に

次の い ずれか を飲ま せる : 牛乳 とき卵, 小麦粉,
デ ン プ ン

, ま たは マ ッ

シ ュ ポ テ ト の水乳歯液.

5) 身体を毛布な どで 暖める. 外部か ら の熱は避ける.

I .1 .2 吸入した場合

1) 事故者を直ち に新鮮な空気の と こ ろ に移し, 衣服をゆるめ る
.

2) 呼吸機能が低下 して い ると き は, 人工 呼吸 を行う

I .1 . 3 皮膚に付着した場合

1) 浴槽か シ ャ ワ ｣ の水で, 皮膚を ビ シ ャ ビ シ ャ に濡らす.

2) 衣服を脱がせ なが ら, 皮膚に 水を ぶ っ かける.

3) 化学解毒剤は用い るな
.

I .I .4 日に入 っ た場合

1) で きる だけ早く , ま ぶ たを ひ ろげ なが ら, 流水で少なく とも 5 分間洗う.

ま たは. 洗面器の 水に顔を つ け, まば たき をく り返す.

2) 化学解毒剤は用 い るな
.

3) 固形( 石灰な ど) は除去する
.
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1 . 2 無機薬品

1 . 2 .1 強敢 ( 致死量1 m l)

1) 飲み込んだ場合
･

酸化 マ グネ シ ウ ム を懸濁さ せ た 20 0 m 上 の乳濁液, 水酸化 ア ル ミ ニ ウ ム

の ゲ ル
,

または牛乳とか水を飲ませ て直ち に希釈する
. 緩和剤と して よく

かきまぜ た鶏卵(1 0 個以上) を与え る. 炭酸ナ ト リ ウ ム とか炭酸水素ナ ト リ

ウ ム は, 炭酸ガ ス が発生する の で与えるな
. 催吐, 胃洗浄 は禁忌.

2) 皮膚に付着した場合

1 5 分間大量の 水で洗う . 直ち に中和すれば, 中和熱の ため に さ ら に 被

害が増大するおそれがある
.

したが っ て , 十分に 水洗した の ち, 炭酸水素

ナ ト リ ウ ム の 希薄水溶液の ような希ア ル カ リや石けん液で 洗浄する .
ただ

し, シ ュ ウ酸 の 場合は, ア ル カ リ に より強い刺激物が生ずる の で 使用して

は い けな い
.

マ グネ シ ウ ム と カ ル シ ウ ム 塩は使用し て もよ い
.

3) 目に 入 っ た場合

ま ぶ たを ひ ろげて, 1 5 分間水で洗浄する. p H が 7 ･0 に なるま で 流水すさ.

1 . 2 . 2 強ア ル カリ (致死量 1 g)

1) 飲み込ん だ場合

すみやか に 50 0 m J の 希薄食酢( 食酢 1 部 + 水 4 部) , オ レ ン ジ ジ ュ
ー

ス
･

水,
ミ ル クな どを飲ませる .

2) 皮膚に付着した場合

直ち に脱衣し, で きるだけすみやか に
･ 皮膚が ヌ ル ヌ ル しなく なるま で

,

痛みがなく なるま で 十分に流水で 洗浄する･ 次に, 水で 希釈 した酢,
レ モ

ン ジ ュ
ー

ス な どで中和する. ただし, 生石次が付着した場合は
･ 油な どで

生石吹をまず除去する.

3) 目に入 っ た場合

ま ぶ たを ひ ろげて , 3 0 分間, 水で連続的に洗浄する
･

さ ら に p H が7 ･ 0

に なるま で , 30 分間流水する
.

1 .2 . 3 ア ン モ ニ ア ガ ス

直ち に新鮮な空気の と こ ろ に 移し, 酸素吸入を行う ･ 目に 入 - た場合は, 寝

かせ て少なくとも 5 分間, 角膜を水洗し･ あと で 酢酸か ホ ウ酸 の希薄水溶液で

洗う.

1 .2 . 4 ハ ロ ゲ ン ガ ス

新鮮な空気の と こ ろ に移し, 安静に保 つ
･ 塩素 ガ ス を吸入 したと きは エ ー テ

ル と ア ル コ ー ル の 1 : 1 混合蒸気を , 臭素ガ ス を吸入 し た と き は薄 い ア ン モ ニ

ア水をかがせる
.

1 .2 . 5 シ ア ン (致死王 0 .0 5 g)

何はとも
.
あれ

, 直ち に処置せよ . 亜硝酸 ア ル ミ を1 5 秒か が せ, 1 5 秒おき に

5 回繰り返す.
こ れ に より,

シ ア ン は メ ト ヘ モ グ ロ ビ ン と結合 して シ ア ン メ ト

ヘ モ グ ロ ビ ン となり無毒化され る
. 次に,

シ ア ン メ ト ヘ モ グ ロ ビ ン の解離に よ

っ て生じた シ ア ニ ド を チ オ シ ア ネ - ト に変換するため に , チ オ 硫酸塩を与える.

1) 飲み込ん だ場合

咽頭を指で こすり, 直ちに吐かせ る. 決し て, 胃洗浄 チ ュ
ー ブが到着す

るま で待 っ な
. 数分以内に 死に至るお それがある.

2) 吸入 した場合

新鮮な空気の と こ ろで横に寝かせ,
シ ア ン の付着した衣服を脱がせ, 人

工 呼吸を行う
- 6 8 -



1 . 2 . 6 亜硫酸ガ ス ,
ニ 酸化窒素ガ ス

, 硫化水素ガ ス

新鮮 な空気の と こ ろ に移し, 安静に する. 剛 こ入 っ たとき は
. 大量の 水で 洗

い
, うが い する .

1 .2 .7 ヒ素 ( 致死量0 .1 g)

吐か せ て か ら牛乳 50 m トを与え る
.

2 - 4 L の 温水で 胃洗浄 をする.

一

度 に

2 0 0 m J 用 い る
.

1 .2 .8 水銀 〔致死量了O m g ( H g CI,)〕

沈殿剤と して , 水ま たは ス キ ム ミ ル ク で と い だ卵白を与える . 直ち に下剤と

して ジメ ル カ ブ ロ ー ル( B A L) および 200 m l に 3 0 g の 硫酸 ナ ト リ ウ ム を溶解し

た液を経口 的に与える
.

1 . 2 . 9 鉛 ( 致死量0 .5 g)

尿量を 0 ･5 - 1 m J/ m i n に保 っ
.

1 - 2 時間以上デ キ ス ト ロ ー

ス 1 0 % 水溶液を

経口 的に 与える( 1 0 - 2 0 m l/ k g 体重) , ま た は マ ン ニ ト ー ル2 0 % 水溶液を 1 0

m J/ k g の量が与えられ るま で 1 m J/ m i n の速度で 点滴静注する
.

1 ･ 2 ･10 カ ドミウム ( 致死量1 0 m g) , ア ン チ モ ン ( 致死量1 00 m g)

吐かせる.

I .2 . 11 バ リウ ム ( 致死量1 9)

3 0 g の硫酸ナ ト リ ウ ム を水 2 0 0 1 ¶J に 溶か し, 経 口的 に あ る い は胃洗浄チ ュ

ー

ブを用 い て 与える.

I . 2 .1 2 硝敢銀

茶さ じ 3 - 4 杯の食塩を コ
ッ プ 1 杯の 水に 溶か して 飲ませ

, そ の 後, 吐剤を

与え る か, 胃洗浄するか
,

ある い は牛乳 を与える . 次に
, 下剤と して 硫酸 マ グ

ネ シ ウ ム 3 0 g を大量 の 水と ともに与える .

I .2 .13 硫酸銅

フ ェ ロ シ ア ン 化カ リ ウ ム 0 .3 - 1 . O g を コ ッ プ 1 杯の水に溶か して 飲ませる .

石けん水か, 炭酸ナ ト リ ウ ム 水溶液で もよ い
.

I . 2 .1 4 重金属のキ レ ー

ト化による解毒

重金属を飲み込んだ場合に は
, 牛乳 卵白, タ ン ニ ン 酸な どを与え て 胃内の

重金属を吸着させるが, キ レ
ー ト剤も有効で ある.

重金属の 毒性は
, 主と し て それが酵素の S H 基と結合する ため に生じる. し

たが っ て
,

こ の重金属
-

S H 結合に対して 競争的に結合する キ レ ー ト剤 は, 重

金属に よる中毒に対して有効で ある. 重金属と キ レ
ー

ト剤と の 複合体は, 水に

易溶なため, 容易に腎臓か ら排出して しま う.
なお, キ レ ー ト剤を与えるとと

もに, 輸液(1 0 % デキ ス ト ロ ー

ス
, 2 0 % マ ン ニ ト ー

ル な ど) に よる利尿もはかる .

専 門医が 治療 に よく 用 い る キ レ
ー

ト 剤 は, 次の と お り で あ る
.

C a N a 2
･

E D T A - P b , C d ･ M n ･ B A L - H g ･ A s
,
C r

･

ペ ニ シ ラ ミ ン ー P b , H g . ジ チ オ

カ ル プなど･ ただし
,

C d の 場合は, キ レ
ー

ト剤に よ り腎障害がさ ら に悪化す

るの で , キ レ
ー

ト剤はで きる だけ使用しな い は うがよ い
. 有機鉛そ の もの に対

して は, キ レ
ー ト剤は無力で ある▲ なお

,
キ レ

ー

ト剤は生体に必要な金属ま で

キ レ
ー ト化する の で注意を要する

.

-
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1 . 3 有機薬品

1 . 3 . 1 縛肪族炭化水素類 ( 致死量 10
- 50 m J)

事故者を新鮮な空気の と こ ろ へ 移す. 喝吐物が気道 へ 入ると非常 に危険な の

で, 胃洗浄とか吐剤の使用は, 飲み込んだ炭化水素量が 5 0 m J 以上とか毒物を

含ん で い る場合を除けば極力避ける.

1 . 3 .2 メ タ ノ ー ル (致死量30 -

60 m l)

2 時間以内な ら, 1 - 2 % 炭酸水素ナ ト リ ウ ム 水溶液で, 十分に胃洗浄する
.

事故者を暗所に移 し, C O , 結合能をチ ェ ッ クする
.

ア ン ド ー シ ス を防ぐため に

炭酸水素ナ ト リウ ム を 2 - 3 時間 ごと に 5 - 1 5 g ず つ 経 口 的に与える .
メ タ ノ

ー ル 代謝を防ぐため に, 5 0 % エ タ ノ ー

ル水溶液を 0 . 5 m l/ k g 体重の 割合で , メ

タ ノ ー

ル が排出され て しま うま で 2 時間 ごと に経口 的に与える .

1 .3 .3 エ タ
■
ノ ー ル ( 致死主 300 m J)

水道水に よる胃洗浄で, 未吸収の エ タ ノ
ー ル を除去する( 4 g の炭酸水素ナ ト

リ ウ ム を点滴静江する) .

1 .3 .4 フ ェ ノ ー ル類 ( 致死主 2 g)

1) 飲み込んだ場合

水道水, 牛乳または活性炭を与え て吸収を遅らす. 次に , 水道水で 胃洗

浄を繰り返すか, 吐かせ る. さ ら に 6 0 m J の ひ ま し油を飲ませ,
2 0 0 m J の

水 に 30 g の 硫酸ナ ト リ ウ ム を溶解したもの を与える . 鉱油 を与えた り,

ア ル コ
ー

ル を胃洗浄液とし て 用い て はならな い
.

2) 皮膚の やけ ど

ア ル コ ー ル で こすり落とし, 次い で 石けんと水で洗う. 付着した衣服は

脱がせ る. 洗 っ た部位は乾燥し て おく .

1 .3 . 5 エ チ レ ン グリ コ
ー ル

胃洗軌 吐剤または下剤を用い て 飲み込んだ エ チ レ ン グリ コ ー ル を除去する･

1 0 % グ ル コ ン酸 カ ル シ ウ ム を 1 0 m J 静注し て ,
シ ュ ウ酸塩と して 沈殿させ る ･

人工呼吸を行う .
ポ リ エ チ レ ン グリ コ ー ル およびプ ロ ピ レ ン グリ コ ー ル は無害

である.

I . 3 .6 ア セ ト ア ルデ ヒ ド (致死量 5 g) .
ア セ ト ン

胃洗浄か吐剤を用 い て 飲み込ん だ薬品を除き, 次に下剤を与える ･ 呼吸困難

の場合は酸素吸入をする .
ア セ ト ン は ひ ど い 中毒を起こ さ な い

･

I . 3 . 了 シ ュ ウ醸 (致死量4 g)

シ ュ ウ酸カ ル シ ウ ム と し て沈殿させるた め に
, 直ち に次の 液を与え る･

1) 2 0 0 m l の水に 3 0 g の乳酸 か) シ ウ ム ま た は そ の他の カ ル シ ウ ム 塩を溶

かした水溶液.

2) 大量 の 年乳, 緩和剤と して 牛乳で と い た卵白を与え よ ･

1 . 3 . 8 塩素化炭化水素 ( 致死量 C Cl. 3 m t
,

C12 日C C H Ct 21 g ,
C]2 C = C H C 1

5 m f)

事故者をそ の薬品から遠 ざけ
, 寝かせ て 保温する･ 飲み込ん だ場合 は, 水道

水で 十分に胃洗浄し, 3 0 g の硫酸ナ ト リ ウ ム を 2 0 0 m 上 の 水に溶か し て 与える
･

ア ル コ ー ル 飲料とか,
コ ー

ヒ
ー など の興奮剤は与え るな. ク ロ ロ ホ ル ム を吸入

した場合は, 頭を低く し, 舌を引き出して 気道 を確保する
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1 .3 .9 ア ニ リ ン ( 致死量1 g)

ア ニ リ ン を石けん と水で , 十分に皮膚か ら洗い落とす･ もし飲み込んだ場合

は, 唱吐, 胃洗浄および下剤を用い て 除去する.

1 . 3 .10 トリ ニ ト ロ トル エ ン (致死量1 g)

皮膚に付着した ト リ ニ ト ロ ト ル エ ン を
,

で きるだ け完全に水と石け ん で除去

する
. 飲み込ん だ場合は, 胃洗浄か吐剤で除去して か ら下剤を与え る･

1 . 3 .11 有機リ ン (致死量0 .02 - 1 g)
.

気道を確保し, 人工呼吸をする ( 気道 の 確保 に つ い て は p ･ 1 1 7 の 7 ･1 項を見 よ) ･ 万

一 飲み込ん だ場合は, 催吐剤か水道水に よる胃洗浄で 除去する . 皮膚, 頭髪･

指の爪などに 付着した有機リ ン は, 十分 に洗い落とす.

1 . 3 .1 2 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ( 致死量 60 m J)

飲み込ん だとき は, 大量の牛乳を直ち に飲ませ る. 胃洗浄か唱吐 に より, 飲

み込んだ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を体外に排出して か ら下剤を与える. で きれば 1 %

炭較ア ン モ ニ ウ ム 水溶液を用い る.

1 .3 .13 ニ 硫化炭素

飲み込んだ場合は, 胃洗浄するか吐剤を与え る. 暖かく して 寝かせ, 換気を

よくする.

I .3 . 14
一 酸化炭素 ( 致死量1 g)

火気に注意し, 事故者を新鮮な空気の と こ ろ に寝かせ
, 着衣を ゆる め

, 保温

する
. 酸素の需要量を節減するため に安静にする. 唱吐があれば, 吐物を除き,

気道を確保する.
1 0 0 % 酸素を用 い て 少なくと も 1 時間, 人工呼吸を行う.

以 上に述 べ た薬品に よる 中毒に 関して は
,

主と して
,

M . A . K ru p p .
M . J . C h a tt o n

.

C U R R E N T M E D I C A L D I A G N O S I S & T R E A T M E N T (1 9 8 4
,
L a n g e M e d . P u b l .) お

よ ぴ ｢ 治療｣ (1 9 7 4 年,
1 0 月号) を参照 した

.

付表 1 典:.
I
.

I

, 巾ii長の 応急処[T?.

li;( 凶 # L

t

;!1 処 [

'
[Tt.

.

iL .

薬占～. を飲み 込ん r-
i)I.f

lt
j 医 に迎絶す る .

だ場 合 ()
_L か せ る (腐食t!I:

.薬.

I

,.

1

, の 似合は 禁忌) .

/卜礼 と き卯, ノk . 丸 ま た は メ リ ケ ン 軌

デ ン プ ン な どの 水孔持那良を 飲 ませ る .

献 恨 恨化 マ グネ シ ウ ム
. 水根化 ア ル ミ ニ ウ ム

.

/I
.

. 孔 な どの 水孔 恥政を飲ませ る .

･
)% ア ル カ リ 1 - 2 % 帆 風 レ モ ン ジ ュ

- ス な どを飲ま

せ る .

.

水 糾 水ま た は ス キ ム ミ ル ク で と い た卯l:_
l を-

?pj . え

る .

n
-

j 酸 鎚 食塩 水を飲ませ る .

メ タ ノ
ー ル 1 - 2 % N a ll C O 】 で 門洗机

ガ ス をl吸人 し た

糊

Wr .qY
.

: な
'

_
JF ktt い - 辿 れ.l '

. す .

一

L:
lY(. に し

, 一別丘

す る . 糊 缶に よ つ て は 人_
l

-

. 呼吸を h
-

.

う .

シ ア ン l灯らに!11in
'

j 恨ア ル ミ を か が せ る .

田■■田 ア ル コ ー ル をか が せ る .

臭 素 細い ア ン モ ニ ア水をか がせ る .

ホ ス ゲ ン 酸素吸入す る
.

ア ン モ ニ ア 慨 萩l吸入 する .

l I に 人 つ た域 ハ ln
'

.
ちに流 水で l5 9)lf

"

'1f}L う.

塩竺
に付 凱 た 人_r

it の 流水で 皮僻を十ク) に
.

r}t う .

強 恨 水洗後,
地相 N aー-1 C O , 水で洗 う.

塊 ア ル カ リ Jk 批 乱 2 % tn =
.恨で{JL う .

フ ェ ノ ー ル ア ル コ
ー ル で こす りi

'

k と す.

リ ン 水 はL如 つな い
.

1 % C u S O . で 処PI! する .
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付表 2 心身の g(l 常と そ れ に 尉勾して い る可能性 の あ る化学薬.

[

.ム

ツi .

'

.

;
;
i
:

衰 弱

高 熱

壬Ⅰ 1-ll

徐 脈

頻 脈

低血圧

か すみ 目. 噛孔径変化

幻覚,
う わ ごと

け い れん

う つ1人態, こ んIbTE.

梢神ダi
'

.

;
;
;
.

I

iili 稲

爪 L:
_
l

チ ア ノ ー ゼ

'a
'

i
-

だ ん

紅 潮

蚊 疹

ただ れ

歯の ゆ る み

唾液過 多

呼L吸[4q 難

LrJ
･

. n L

lrll 使

佃 尿

タ ン パ ク 尿

尿Ft九克少

I((l 媒

I(Jl 棚値変化

1J;( tq 物 質

恥 水銀, タ リ ウ ム

ほ う酸. し ょ うの う

鉛

41 制酸塩

鉄塩

鉄塩
.
iJ(;.n

'

i 酸塩,

- ロ ケ ン 化以化水素

メ タ ノ
ー ル

,
モ ル フ ィ ン

エ タ ノ
ー ル

し ょ う の う
,

エ チ レ ン グリ コ
ー ル

. 糾

糾,

一 便化I
L

R ?;
･

鉛 , 水鎚
,

タ リ ウ ム

lll;. 耶慨H p

･

;.

一

概化以来. 凱 ハ ロ ゲ ン 化脱化
t

Jk 系

一 概化収束

シ ア ン 化物. ア ニ リ ン
, 耶酸Jlm

･; , 塩素慨H ..

f
L

- ロ ゲ ン 化抜化水素.
リ ン

ホ ウ 胤 シ ア ン 化物

臭化物. 企塩
.

ク ロ ム

灰汁, 酸

水銀, 釦) , リ ン

軌 水鍬

シ ア ン化物, ･
一

概化以i;
･

腐企1
1[i物1

7

il ,
フ ッ 化物

鉄塩

水鎚,
エ チ レ ン グリ コ

ー ル
,

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド

ヒ素, 水糾. リ ン

釣l

ナ フ ク レ ン
,

塩素酸塩

エ タ ノ
ー ル

. 釧

付表 3 長期間 に わ た っ て 低濃度工業薬品 に 接触

し た と き に 発!-_
I :

. す る お それの あ る疾柄

薬 品

ク ロ ロ ホ ル ム

ク ロ ロ メ チ ル メ チ ル エ
ー

テ ル

4
.
4

′
- ジ ア ミ ノ ジ フ ェ ニ ル メ タ ン

ホ ル ム ア ミ ド

〟
- ヘ キ サ ン

メ チ ル プチ ル ケ ト ン

α
-

ナ フ チ ル チ オ ウ レ ア

ポ リ プ ロ モ ビ フ ェ ニ ル (Ⅰ
'

B B)

ポ リ ク ロ ロ ビ フ ユ ニ ル ( P C B)

テ ト ラ ク ロ ロ ジ ベ ン ゾ ジ オ キ シ ン

( T C D D
, ダイ オ キ シ ン)

塩化 ビ ニ ル

柄 名

1H
: がん

肺 が ん

巾蒔1Jl :J)T
･

炎

呼吸障!乱 が ん

神経障害

抑矧時7J_言

膜状帳場

先天牲欠胤 肝が ん

/

}t 天tJI:
. 欠 肌 JJr

･ がん
. Ill{ 也肺

先天牡欠肌 に き び

肝1fll管肉腫
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